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1.　は　じ　め　に
　筆者は現在、総合マーケティング部プラットフォームビジネス企画室に所属し、主にシンク
ライアントの商品企画・営業支援に従事している。多くの提案支援やセミナー講師を行なって
きた経験から、本稿ではシンクライアントの導入を決定する際に最も重要となる、導入目的の
明確化を定性的な観点から説明する。
　シンクライアントの導入を検討する企業は数多いが、その初期コストから導入を決定しきれ
ない企業も多くある。導入を断念した企業にその理由を尋ねると、シンクライアントの良さは
十分認識しているが、初期コストの投資について経営者を説得しきれていないことが多いため
と分かった。このため、筆者が講演するセミナーでは、シンクライアント導入により、ビジネ
ス課題がいかに解決できるかを説明することを主眼としている。本稿では、セミナーで説明す
る内容を論文形式で提示することにより、シンクライアント導入で解決できるビジネス課題を
より多くの方に理解して頂くとともに、導入目的を明確化することによって、より多くの経営
者を説得できるよう導入担当者の一助となることを目指している。

2.　シンクライアントとは
　シンクライアント（Thin Client）という言葉は本来はFAT Client、つまりOSやアプリケー
ションをHDDにインストールして動かすタイプの PCに比較し、起動するのに最低限のソフ
トウェアしか搭載しない、比較的動作の軽い PCを指す。本稿ではこの意味だけではなく、よ
り広義の画像転送型システムを含んで「シンクライアント」と表現している。では画像転送型
システムとはどのようなシステムなのか。ここでは、シンクライアントの代表プロダクトであ
るCitrix 社の XenApp® を例に解説する。
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要　約　シンクライアント（Thin Client）という言葉は本来はFAT Client、つまりOSやア
プリケーションをHDDにインストールして動かすタイプの PCに比較し、起動するのに最
低限のソフトウェアしか搭載しない、比較的動作の軽い PCを指す。本稿ではこの意味だけ
ではなく、より広義の画像転送型システムを含んで「シンクライアント」と表現している。
　　このシンクライアントが再びブームとなっている。Windows XP のサポート停止に伴う
XP専用のアプリケーション移行問題や旧型 PCから最新 PCへの移行問題、セキュリティ
対策や BCP対策・在宅勤務対策、スマートデバイスへの対応と様々な分野でシンクライア
ントが活用されている。本稿では、シンクライアントを導入することにより解決できる様々
なビジネス課題を15個例示し、シンクライアント導入の効果を主にビジネス面から説明する。
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図 1　一般的な 3階層システムとシンクライアントシステム

　図 1に一般的な 3階層システムとシンクライアントシステムの違いを掲載する。一般的な 3
階層システムでは、クライアント PCに OSや Office アプリケーションやブラウザが搭載され
る。図1上部のWeb型3階層システムでは、ブラウザからWebサーバやアプリケーションサー
バにアクセスし処理が実行され、結果がHTML等でクライアント PCに戻され表示される。
　画像転送型シンクライアントシステムでは、この 3階層システムにシンクライアントサーバ
が追加され、シンクライアントサーバ上に仮想クライアントが構成され、その仮想クライアン
トからWeb サーバ等にアクセスする。この仮想クライアントが今までの PCの役割を担う。
ユーザの目の前にあるクライアント PCは単なる表示装置となり、仮想クライアントで生成さ
れた画面イメージが表示されるだけとなる。またクライアント PCで操作されるキーボードや
マウスの操作情報がネットワークを超えて、シンクライアントサーバ上に転送される。このた
め、クライアント PCはメインフレーム時代のいわゆる「ダム端末」と同じような位置づけと
なり、画面表示やキーボード・マウス情報を転送するだけの最低限のOS機能を有するだけで
よくなり、「Thin Client」と呼ばれる由縁となる。

3.　シンクライアントで解決できるビジネス課題
　本章では、2 章で述べた機能を前提に、シンクライアントを導入することにより解決できる
15 のビジネス課題について説明する。

　3. 1　ケース 1：（経営者の課題）事業継続（パンデミック/被災）対応
　最初に経営者の課題である事業継続（パンデミック/被災）対応へ、シンクライアントがど
のように役立つかを説明する。
　現在の多くのコンピュータセンターは、十分に堅牢になっており地震や災害への対策も万全
になっていると思われる。しかしクライアント PC側はどうであろうか。1 台の PCが壊れる
だけで、業務がストップしてしまうことがあるのではないだろうか。図 2のようにシンクライ
アント化されていれば、地震や災害等により PCが壊れてしまった場合でも、センター側から
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代替機を送付するだけで PC障害対応ができる。代替機を受け取った側は、電源とネットワー
クに接続すれば、今まで行なっていた業務画面がそのまま表示され、仕事を継続することがで
きる。また社外からシンクライアントシステムにアクセスできる環境を構築していれば、例え
ば移動中に被災したとしても、手持ちのスマートフォンやタブレットからシンクライアント環
境にアクセスし、社内システムに接続することができ、安否連絡や業務を継続することができ
る。また新型インフルエンザ等の発生で自宅待機となった場合でも、自宅 PCから安全に社内
にアクセスでき、自宅にいながら業務を実行することができる。

図 2　シンクライアントによる事業継続

　3. 2　ケース 2：（経営者の課題）環境負荷軽減（節電/CO2削減）対応
　現代では、環境に配慮することも企業活動の重要な事項の一つとして経営者に求められてい
るが、シンクライアントシステムを採用するだけで、クライアント PC側の消費電力を下げる
ことができる。通常のPCはサーバ側からデータを受け取り、画面表示処理はPC側で行なう。
また複雑な処理を PC側で行なうアプリケーションも多くある。これらはクライアント PC側
の CPU能力を多く使うため、その瞬間は消費電力が上がり、また廃熱も多く出されることに
なる。シンクライアント化すると、データ処理や複雑な処理は全てサーバで行なわれ、クライ
アント PCは単なる表示装置となる。このため、クライアント PC側の CPUは一定の電力し
か消費しなくなる。特にシンクライアント専用端末（専用のブートOSを搭載するタイプ）で
ディスプレイ一体型では、その消費電力の少なさは顕著である。図 3の一番右に例示した日本
HP社の t410 All-in-One Smart Zero Client は、13Wという少ない消費電力で動作するが、こ
れは蛍光灯 1本分ぐらいの消費電力に過ぎない。夏場の省エネ対策でオフィス内の空調設定温
度が上がっていく一方だが、クライアント PCから出る廃熱処理を考えると、シンクライアン
ト専用端末にすれば、電気代の削減のみならず、快適なオフィス環境の実現に一役買うことも
可能となる。
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図 3　シンクライアントによる環境負荷軽減

　3. 3　ケース 3：（経営者の課題）情報漏洩対策（セキュリティ対策）
　セキュリティを確保し情報漏洩を防ぐことは以前から重視されており、クライアント PC側
に情報資産やブラウザのキャッシュを残さないシンクライアントは、主に個人情報保護法施行
対策として導入されてきた。現在でもセキュリティ対策としてシンクライアントを導入するこ
とは、有効な施策である。特にシンクライアント専用端末はHDDを内蔵しておらず、OS の
設定情報も保存しないので、セキュリティ対策としては大変有効である（図 4）。外出先から
重要な情報資産にアクセスして業務を行なう場合も、シンクライアント化していれば PCの盗
難・紛失による情報漏洩の恐れはない。またCitrix 社の XenApp や XenDesktop® の場合、通
信経路も安全である。Citrix 社独自の ICAプロトコルは、画面表示やキーボード・マウスの
情報を「間引き・差分・圧縮・暗号化」して通信しているので、通信経路も安心して使用する
ことができる。

図 4　シンクライアントによる情報漏洩対策
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　3. 4　ケース 4：（経営者の課題）在宅勤務（ワーク・ライフ・バランス）
　現在では働き方も多様化しており、また産前産後の女性に働く機会を提供するためにも在宅
勤務やワークスタイルの変革が急務になってきている。シンクライアントサーバへ社外からア
クセスできる環境を構築していれば、図 5に示すように、ワークスタイルに合わせて「いつで
もどこでもどんなデバイスからでも」業務が可能な環境を構築できる。シンクライアントは、
ユーザが使用する端末の種類にほとんど制限がない。Windows® PC やMac、iPad、Android
タブレットやスマートフォンからでも、シンクライアントサーバにアクセスすることができ
る。シンクライアントサーバで動作している仮想クライアントはWindows であるため、端末
側に表示される画面はWindows のデスクトップ画面や業務アプリケーション（Internet 
Explorer 等）となる。つまりスマートフォンの画面に、会社でいつも使っているWindows の
デスクトップを表示し、ちょっとした空き時間や移動時間、外出中の待ち時間という今まで無
駄にされてきた「隙間時間」も業務に有効活用できるようになる。
　今までの在宅勤務で自宅 PCからのアクセスに使われていたのは、インターネットVPNで
あろう。VPN接続の危険性は、自宅の PCが会社の LANの中に入ってしまうことにある。自
宅の PCは会社の PCと同じようなレベルでセキュリティ対策が実施されているか？という点
が課題となる。筆者も実家のPCのトラブル対応に赴くことがあるが、その都度各種ソフトウェ
アのパッチ適用など思いも掛けない時間をとられている。そのような PCを使用してVPN接
続する場合、きちんとした対策をとらないと、危険な状態の PCが会社のネットワークの中に
入ってしまう。シンクライアント化していれば、クライアント PC側とは画像情報とキーボー
ド・マウスの、間引き・差分・圧縮・暗号化した情報しかやりとりされない。クライアント
PC側に一切情報も残らないため、安心して使えるようになる。

図 5　シンクライアントによる在宅勤務支援



20（20）

　3. 5　ケース 5：（情報システム部門の課題）セキュリティパッチ適用負荷軽減
　シンクライアント化する目的の一つに、TCO（Total Cost of Ownership：総保有コスト）
の削減がよく挙げられる。TCO削減の項目の一つとして、セキュリティパッチ適用負荷軽減
がある。特にXenDesktop のようなVDI 型のシンクライアントを採用すると、センター側で
シンクライアント環境にセキュリティパッチを適用するだけで、全 PCへの適用が終了してし
まう（図 6）。今までのように、各 PCへパッチを配布して強制適用したり、その際の障害対
策をしたりといったパッチ適用管理作業は、大幅に削減することができる。これは情報システ
ム部門の工数削減にとどまらず、パッチ適用でエンドユーザを拘束していた時間も削減対象に
なり、TCO的には大きく削減効果があると言えよう。

図 6　シンクライアントによるパッチ適用負荷軽減

　3. 6　ケース 6：（情報システム部門の課題）各拠点への PC/AP展開負荷軽減
　各拠点への PCの新規配布や、故障した PCの引き取り、データのバックアップ、OS やア
プリケーションのインストールや更新、作動確認は、情報システム部門の多大な負荷となって
いた。しかしシンクライアント化すると、この作業は大きく削減できる。またシンクライアン
ト専用端末にすると、この作業は限りなく「ゼロ」にできる。クライアント PC側にOSを入
れることもなく、またアプリケーションの更新もセンター側のシンクライアントサーバで作業
をするだけとなる（図 7）。情報システム部門は、今まで掛かっていた工数を、新たな戦略的
な投資に向けることができる。
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図 7　シンクライアントによる拠点への PC/AP展開負荷軽減

　3. 7　ケース 7：（情報システム部門の課題）Windows 7非互換アプリケーション対応
　Windows XPのサポートサービスは、2014 年 4月についに終了した。しかし全てのWindows 
XP 搭載 PCが企業の中から消えたわけではないと思われる。その理由は、Windows XP 用に
作成された業務アプリケーションの移行に多大なコストと時間が掛かるからだ。シンクライア
ント化でこのWindows XP 問題へも対応することができる（図 8）。Windows Server 2003 R2
と XenApp 5.0 の組み合わせやXenDesktop の活用、Microsoft App-V による対策、そして
Citrix 社の提供するApp-DNAによるアプリケーションの移行事前評価という対策をとること
ができる。次節でより詳細に説明する。

図 8　シンクライアントによるWindows XP対応
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　3. 8　  ケース 8：（情報システム部門の課題）ソフトウェア、ハードウェアのライフサイクル
と AP更改の分離

　Windows XP のサポート停止対応でよく言われる課題の一つに、「IE6 問題」がある。IE6
問題とは、イントラのアプリケーションが IE6 では正常に動作するが、IE8 や IE9 等で利用す
ると、表示が乱れたりクリックに反応しなかったりといった動作不良を起こすケースが、企業
内に多く存在することを指す。この対応のために、アプリケーションを改修することになるの
だが、今や企業内のイントラシステムには多くのアプリケーションがあり、その改修と動作確
認をするコストと期間は大変な投資となってしまう。この対応のために、IE6 を動かすシンク
ライアント環境を構築し、IE6 用のアプリケーションを計画的に移行させている企業が多くあ
る。シンクライアントをハードウェア・OS のライフサイクルと、アプリケーションのライフ
サイクルを分離するために使用していると言える（図 9）。

図 9　シンクライアントによる「IE6問題」対応

　3. 9　ケース 9：（情報システム部門の課題）個人所有機器の社内持ち込み（BYOD）対応
　現在では多くの企業で一人一台の PC環境に近づいている。また社外で使用するためのス
マートデバイスを配布する等、一人複数台の時代になってきていると思われる。しかし企業か
らすると、多くのデバイスを管理することになり、また多くの投資をすることになるため、最
近は個人が所有する機器（デバイス）を企業内に持ち込むことを許す時代になりつつある。い
わゆるBYOD（Bring Your Own Device）だが、これを安全に実現するのにもシンクライア
ントは大きく役立つ。シンクライアントであれば、個人が持ち込んだデバイスに情報資産は一
切残さないため、セキュリティ的にも安心してBYODを実現することができる（図 10）。
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図 10　シンクライアントによる BYOD対応

　3. 10　ケース 10：（情報システム部門の課題）オフショア開発/分散開発対応
　アプリケーション開発を海外企業に委託することによる投資削減が行なわれているが、ここ
にもシンクライアントは一役買う。アプリケーションとは業務のシステム化であり、その開発
をするためには業務仕様を海外に出すことになる。また既存業務システムとの連携がある場
合、社内システムとどのように接続するかが課題になることもある。図 11 のように、開発環
境を国内でシンクライアント化し、海外の PCからアクセスできるようにすれば、業務仕様を
海外に持ち出すこともなく、また既存システムとの連携も簡単に実現することができるように
なる。

図 11　シンクライアントによるオフショア開発対応
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　3. 11　  ケース 11：（情報システム部門の課題）既存仮想クライアント環境のパフォーマンス
改善

　本ケースはこれからシンクライアント化する場合の注意点でもあり、既にシンクライアント
化している場合の課題への対策となる。シンクライアント化すると思わぬところで課題が発生
する場合がある。例えば、朝 9時問題や夕方 17 時問題である。シンクライアント化すると、
センター側のサーバ上に仮想的に PCが作成されるが、朝出社時にそれらが一斉に起動するこ
とになる。今までは分散されたPCでOSのブートという重い作業が個々に実行されていたが、
シンクライアント化すると、この重いブートがサーバ上で一斉に行なわれるのである。高性能
なサーバを導入したとしても、この時間帯は処理が遅くなってしまう。これが朝 9時問題であ
る。夕方 17 時問題は、逆のログオフに伴う処理（各種の書き出し）である。この対策のため
に日本ユニシスグループでは、VDI ストレージ・ブースターを商品化しており、仮想 PCの処
理を劇的に速くすることが可能となっている（図 12）。

図 12　シンクライアント環境のパフォーマンス改善

　3. 12　ケース 12：（エンドユーザの課題）モバイル PC・スマートデバイス対応
　現在ではモバイル PCやスマートデバイスを使用した、社外からの社内システムへのアクセ
スはかなり一般的になってきている。特に昨今のスマートデバイスを活用した営業活動は、競
合他社に打ち勝つためにも、顧客にアピールするためにも必須と言える。しかし全ての社内シ
ステムをスマートデバイス対応にするためには、多大な投資コストと期間が必要となってしま
う。そこで、シンクライアントを活用すると、既存業務システムを社外でも安全に使うことが
できるようになる。同一業務を、社内ではシンクライアント専用端末で、社外ではタブレット
で行なうことができ、シンクライアントを活用すればセキュリティ対策にも十分に配慮できる
（図 13）。
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図 13　シンクライアントによる社内外同一アプリケーションの利用

　3. 13　ケース 13：（エンドユーザの課題）分散拠点対応
　エンドユーザが全て IT操作に長けているわけではない。例えばあるユーザは拠点を廻るこ
とが多いが、セキュリティ対策上モバイル PCを持ち歩けない環境であったとする。またその
ユーザは、自分のいつも使うアプリケーションは、デスクトップの右上のアイコンをダブルク
リックする、ということだけを覚えている人だとする。このような場合、出張先の拠点に設置
されている共有PCでも「デスクトップの右上のアイコン」の運用を実現するためには、「移動
ユーザプロファイル」を使うことになる。しかし、出張先の共有 PCに自分のデスクトップの
データを、ネットワークを経由して送ることになるため、ログインまでに時間が掛かってしま
うことがあり得る。このような際も、シンクライアント化していれば、いつでもどこでもどん
なデバイスからでも、自分のデスクトップに快適にアクセスすることが可能となる（図 14）。

図 14　シンクライアントによる分散拠点対応
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　3. 14　ケース 14：（エンドユーザの課題）セキュアなインターネットアクセス
　今やインターネットに自席 PCから自由にアクセスするのは、当たり前の時代と言える。ま
た業務上インターネットから各種情報を得たり、業務アプリケーションがインターネット上に
あったりすることが普通になってきている。しかし、公共性の高い企業や金融機関では、セキュ
リティ対策上インターネットへのアクセスに制限を掛けている場合がまだある。また、標的型
攻撃を受けた場合を考えると、通常のセキュリティ対策に限界を感じている企業もあるだろ
う。図 15 は、シンクライアントを活用した、インターネットにセキュアにアクセスするシス
テム構成である。この環境では、社内イントラに IE6 問題があるイントラアプリケーション
が残っている前提で記載しているが、インターネットと社内を分離するという視点からする
と、この前提をあまり考慮しなくてもよい。ユーザの画面には、社内イントラにアクセスする
IEとインターネットにアクセスする IEのアイコンが二つ表示されている。インターネットに
アクセスするためには、インターネットアクセス用の IE をダブルクリックする。するとイン
ターネットにアクセスできる場所に配置されたXenApp 上にある IE が起動される。XenApp
上の IE からインターネットにアクセスし、その画像情報だけが、ファイアーウォールを通っ
てユーザの画面に表示される、というシステム構成である。このシステムのポイントは、ファ
イアーウォールの設定で内部と外部は Citrix の ICAプロトコルを通すようにし、内部と外部
を分離していることにある。万が一、インターネットにアクセスできるXenApp がウイルス
に感染したとしても、XenApp の OS ブートイメージを配信する Provisioning Server から元
のブートイメージを配信すれば、ウイルス感染前の状態に戻すことができる。このようなシス
テム構成をとることにより、インターネットへ安全にアクセスできるようになる。

図 15　シンクライアントでインターネットにセキュアにアクセスする構成

　3. 15　ケース 15：（エンドユーザの課題）異なる環境のソフトウェアを同一 PCから利用
　本ケースは筆者があるユーザから聞いた話をもとにしている。そのユーザの机は日本の企業
らしく狭いのだが、ノートPCが 2台並べられているそうである。理由を確認したところ、「業
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務システムAと業務システムBは、LANが分けられている。両方のシステムにアクセスする
必要性があるため、PC が 2 台必要。」これもシンクライアントを活用することにより、解決
できる。図 16 のように、業務システムA用のシンクライアントサーバと、業務システムB用
のシンクライアントサーバをたてる。各シンクライアントサーバからは、LANを一つにして、
業務画面を PCに転送すればよい。これにより 1台の PCで業務をすることができるようにな
るため、狭い机の上はかなり広く使えることになるだろう。

図 16　異なる環境のアプリケーションをシンクライアントで同時利用

4.　お　わ　り　に
　シンクライアントで実現できる様々な活用シーンを、15 のケースを例示して説明してきた。
まだこの他にも多くの使い方や導入の効果がある（PC選択の自由、IT統制の強化等）。しかし、
誌面の制限もあるためこれ以上詳細の記載は省かせて頂く。より詳細な説明は、いつでもどこ
へでも説明に伺うので、筆者までご連絡を頂きたい。
　冒頭で記述したとおり、本稿作成の趣旨は、シンクライアント導入時の目的の明確化であり、
結果として経営者を説得しやすくすることを目的としている。本稿が皆様のシンクライアント
導入の一助となることを願っている。
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